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「
地
名
の
考
古
学
」は
し
ば
ら
く
お
休
み
し
、

今
号
か
ら
は
芦
屋
の
古
墳
や
そ
れ
ら
を
造
っ

た
時
代
や
社
会
に
つ
い
て
連
載
し
ま
す
。　

　

今
年
は
恒
例
の「
秋
の
公
民
館
講
座
」で

「
古
墳
を
探
る
・
石
室
に
埋
葬
さ
れ
た
人
び

と
」を
取
り
上
げ
、市
民
セ
ン
タ
ー
の
展
示
場

で
は
、話
題
の
古
墳
か
ら
見
つ
か
っ
た
出
土

品
を
一
堂
に
集
め
、公
開
し
ま
す
。

　
「
断
章
」の
第
一
回
目
は
、昭
和
二
十
三
年
に

弱
冠
二
十
一
歳
の
若
さ
で
逝
去
さ
れ
た
芦
屋
の

夢
多
き
考
古
少
年
、吉
岡
昭
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

彼
は
昭
和
二
年
の
大
阪
市
港
区
生
ま
れ
。

こ
の
芦
屋
に
は
、
母
親
と
と
も
に
昭
和
八
年

に
移
り
住
み
、
親
王
塚
町
に
居
住
し
ま
し
た
。

彼
は
、
精
道
村
立
岩
園
尋
常
小
学
校
に
通
い
、

甲
陽
中
学
校
へ
進
学
、
絵
を
描
く
こ
と
の
好

き
な
彼
は
そ
の
後
、
京
都
美
術
専
門
学
校
へ

と
進
み
、
日
本
画
を
専
攻
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
か
た
わ
ら
古
代
の
遺
跡
や

遺
物
に
情
熱
を
注
ぎ
、
考
古
学
の
研
究
に
も

ま
い
進
し
た
の
で
し
た
。
海
軍
を
志
願
し
た

兄
と
は
異
な
っ
た
生
き
方
を
志
し
、
自
由
が

ま
ま
な
ら
ぬ
時
代
で
し
た
が
、
少
年
の
夢
と

希
望
は
地
道
に
実
現
し
て
い
き
ま
し
た
。
あ

の
ト
ロ
イ
の
発
掘
で
著
名
な
シ
ュ
リ
ー
マ
ン

に
対
す
る
強
い 
憧 
れ
も
あ
り
、
昭
和
十
七
年
、

あ
こ
が

彼
は
つ
い
に
精
道
村
内
全
域
の
遺
跡
の
踏
査

活
動
と
取
り
組
み
ま
す
。
昭
和
十
八
年
こ
ろ

か
ら
は
、
日
々
の
調
査
記
録
を「
考
古
学
日

誌
」に
書
き
始
め
、
昼
間
は
、
上
甲
子
園
で

電
車
の
敷
設
工
事
や
機
械
工
な
ど
の
勤
労
奉

仕
に
励
み
つ
つ
、
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
火
の
下
、

毎
晩
コ
ツ
コ
ツ
と
書
き
綴
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

調
査
記
録
の
集
積
は
、
昭
和
十
九
年
十
月

十
一
日
に
『
摂
津
国
郷
土
石
器
時
代
文
化
研

究
』
に
結
実
し
、
さ
ら
に
同
年
十
一
月
十
六

日
に
は
『
考
古
随
録
』（
い
ず
れ
も
和
綴
本
）

を
著
す
な
ど
、
と
て
も
十
六
歳
の
少
年
と
は

思
え
ぬ
活
動
で
し
た
。
上
手
な
挿
絵
が
随
所

に
見
ら
れ
、
記
録
は
詳
細
で
自
ら
の
目
と
脚

を
大
切
に
し
、
土
地
の
所
有
者
へ
も
配
慮
し

て
の
行
動
は
、
芦
屋
考
古
学
の
先
覚
者
と
し

て
、
さ
ら
に
未
来
に
語
り
継
が
れ
る
話
だ
と

思
い
ま
す
。
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美
術
博
物
館
の
前
庭
で
毎
年
行
わ
れ
る
、「
ア
ー
ト
・
フ

リ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
今
年
も
行
っ
て
み
た
。
去
年
出

会
っ
た
あ
の
店
は
出
て
い
る
か
な
？
そ
れ
ぞ
れ
の
手
作
り

の
作
品
に
ふ
れ
、
作
家
の
人
た
ち
と
の
話
も
楽
し
い
。
ス

ギ
で
作
っ
た
割
り
箸
、
桜
の
花
び
ら
が
印
さ
れ
て
い
た
。

残
り
三
本
を
分
け
て
い
た
だ
い
た
。

　
「
日
本
に
生
ま
れ
て
、日
本
の
良
い
も
の
を
使
っ
て
、山
に

お
金
が
戻
る
こ
と
で
森
林
が
保
た
れ
、地
球
に
も
優
し
い
」

と
、
若
い
作

家
が
話
し
て

く
だ
さ
っ
た
。

こ
だ
わ
り
な

が
ら
、
自
分

も
人
も
共
に

楽
し
め
る
。

　

こ
れ
こ
そ

温
も
り
を
人

の
心
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る

イ
ベ
ン
ト
だ

と
思
う
。
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�①７月２日～15日②７月17日～31日
（９時～17時※最終日は15時まで）　�①イ
ソップ写真展②中信義「涼をよぶ器展」　�
＆�あしや喜楽苑（�34-9287）

�������	
���
�７月３日・９日・17日・23日・31日、10時～
�ワークホームつつじ・仁頃（�22-7044）

�������	
�����
�７月３日～30日・９時～17時30分　�
＆�エルホーム芦屋・福本（�35-8341）

�������	
����
�７月３日（木）13時～15時　� ハンドベル
体験　�先着15人　�200円　�＆�潮見
集会所（�32-4359）

��������������
�＆�①健康体操７月４日・18日・25日（金）
13時30分～15時②11日・フラダンス③25
日・歌声喫茶（②③10時～12時）　�①15
人、②③20人　�①月1,500円/②③150円
（お茶代）　�＆�①六川（�22-7939）/②
③今村（�34-2364）

��������	
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�＆�①７月５日～７日、13時30～17時・
七夕かざり②５日（土）14時～・七夕コン
サート③月・水・木・金曜日、14時～15時・
パソコン教室（初級～上級）　�③400円
�＆�浜風の家（�35-5700）

��������	
�����
�①７月５日・19日（土）13時～16時30分
②12日・ 26日（土）10時～12時　�図書館
�ヨッシーくらぶ・守上（�23-6854）

��������	
���
�７月５日（土）18時45分～（18時30分開場）
�図書館　�星に願いを、アベ・マリアほか
�西本淳（サクソホン）・金澤佳代子（ピア
ノ）　�図書館友の会（�23-1746）

��������
�７月５日（土） 11時～14時　�七夕の
話・踊り（要予約）　�300円（軽食付き）　
�＆�＆�国際交流協会（�34-6340）

�������	
��������
�７月５日（土）14時～15時30分（13時30
分開場）　�市民センター 218室　�少
数民族の暮らしと生き方「人の暮らしと
家族～その心の風景」　�60人　�＆�
明日の家族を考える会事務局・中村（�
23-2488）

��������������
�＆�７月８日（火）・28日（月）、15時～15
時45分（乳幼児と保護者）/16時～16時45分
（小学生と保護者）　�絵本の読み聞かせ
�＆�西蔵集会所（�32-0764）

�������	
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�７月７日（月）10～17時　�ＪＲ芦屋駅ビ
ル　�笹に短冊をつけて芦屋神社に奉納、
おはらいを受けます　�田中（�23-9511）

���������	
�
�７月８日・15日・29日（火）10時～11時30
分　�図書館　�０歳～未就園児と保護
者　�バルーン・津田（�32-2610）
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�７月10日（木）～11月24日の毎月第２・４
木曜日19時～21時　�セシリアサロンクラ
シックホール　�「第九」の合唱・発声講習
�県合唱連盟会長・森啓一氏　� 月額2,000
円（コンサート出演費10,000円）　�＆�芦
屋芸術村・篠原（�35-5889・9時～17時）

�������	
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�７月13日（日）13時30分～　�富田砕花
旧居　�詩人・和田英子氏　�500円（資
料代等）　�＆�角野（�090-8825-1292）

�������	�
�７月13日（日）８時30分～　�阪急芦屋
川駅北広場→船山頂上→京見峠→夜泣峠
→二ノ瀬駅→阪急烏丸駅　�400円（交通
費別途）　�弁当・水筒・雨具等　�＆�
芦屋登山会・相塲（�32-0628）

��������	
�������
�７月13日（日）10時30分～13時30分　�
奥池遊びの広場　�親子15組　�大人
1,500円・小学生以上500円　�さんぴぃ
す（�22-8896）

�������	
��
�７月24日（木）10時～11時30分　�市民
センター 211室（託児あり）　�藤本邦子
氏　�300円　�守舎（�31-0887）

��������
�７月27日（日）９時30分～12時※少雨決
行　�芦屋川上流　�小・中学生と保護
者50人　�帽子・水にぬれてもよい靴・
タオル・水筒・たも網など　�子ども１
人1,000円　�さんぴぃす（�22-8896）

�������	
����
�７月27日（日）９時30分受け付け　�市
民センター 203室　�市内在勤・在学・在
住の有段者・１級以下・小学生　�中学生
以上1,000円/小学生500円　�芦屋将棋
協会・井上（�22-9029）

�������	
�������
�＆�８月１日（金）①13時30分～14時
コンサート②14時～戦争体験者と交流会
�①ラ・モール芦屋１階②ウィザスあし
や　�①浜風小学校４年生有志　�ピー
スあしや・川西（�06-6316-0370）

�������	
�
�８月28日（木）８時～　�ＪＲ芦屋駅南
口集合　�講演・見学（生野銀山・内水面
漁業センターほか）　�50人　�5,000円
（昼食・入場料含む）　�＆�角野（�090-
8825-1292/FAX078-431-7974）


